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須賀川市立第二小学校だより 

 

平成２７年も残すところあと少しとなりました。２学期は、５年生の那須甲子青少年自然の家での

宿泊学習に始まり、６年の修学旅行、岩瀬地区小学校陸上交流大会、地区音楽祭（合奏）、持久走記

録会、各学年の行事やＰＴＡ行事等々大きな行事が次々と実施されました。どの行事も子どもたちが

満足感と達成感が味わえるものになったと思います。これもひとえに保護者の皆様や地域の方々のご

支援・ご協力のおかげと心より感謝申しあげます。 

さて、明日から冬休みになります。年末・年始の家族や親戚とのつながりを大切にするときでもあ

ります。つながりのある多くの人と触れ合う中で、あいさつを交わしたり、感謝の気持ちを表したり

することは、社会性を育む良い機会となり、心の成長のステップになることでしょう。 
 

話は変わりますが、以前にＮＨＫでは「美しいことば」という報告書を出したことがあります。全

国各地の約５８０人の人びとに照会し、その回答を集約・分析したものです。その報告書によると 

「美しいことば」としてあげているものは、 

〇「ありがとう」が、第１位。       〇「さようなら」が、第２位。 

〇「はい」が、第３位。             〇「おはようございます」が、第４位。 

以下「おやすみなさい」「すみません」「ごめんなさい」「いただきます」等が続きます。これらの

ことばは、特別の修飾語ではなく、日常生活において、だれでも数多くつかっている「あいさつ」で

す。この日常つかっているあいさつの言葉が、「美しいことば」として感じられていること。そして、

普段、何気なくつかっている「あいさつことば」がどれほどの人の心を豊かにし、人の結びつきをよ

り良くするものであるか改めて感じさせられました。 
 

年末・年始には、子どもたちは親戚の方をはじめ多くの人と会う機会が増えることでしょう。それ

らの方々に感謝の心をこめて「ありがとうございます」「こんにちは」「さようなら」などの「美しい

ことば」を素直に言えるようにしたいものですね。 

 

 

新校舎改築工事が順調に進んでいます。須賀川市教育委員会教育総務課の話によると、「このまま

進めば３月中旬には引渡し（引越）ができる」とのことです。是非今の６年生に新校舎で学習させた

いと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
↑屋上にはソーラーシステムを備えています。 

毎日８０人を超える人々が一生懸命働いています。→ 

 

すこやか北星 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

６学年「租税教室」  社会科学習単元「 わたしたちの生活と政治／税金の働きを調べる 」 
 

１６日（水）須賀川法人会青年部会 部会長 瀬谷浩宣 様をはじめ、小野寺 仁 様、佐久間光一 様、 

円谷 剛 様、横山知加 様をお迎えして、本校多目的室にて「租税教室」を行いました。 

 講師の先生方からは、税金の仕組みと種類の概要を分かりやすく説明していただきました。写真の様子

は、税金の仕組みについて分かりやすく説明をしていただいている場面とダミーの紙幣１億円（１０ｋｇ）

を体感している様子です。税金は、私達の暮らしを支えるために大切な役割を果たしていることを学びま

した。今後、私達が健康で心豊かな生活が送れるよう税金についてしっかりと考えていきたいと思います。 
 

          ～図書委員会主催～ 

 ８月から１２月の間に本校の図書室で本を借りた冊数の多い人。各学年のＮＯ.１です。 
 
１年 根本  律 １２２冊 

２年 二瓶  彩 １２９冊 

３年 五十嵐琉登  ４８冊 

４年 田家 海凪  ５１冊 

５年 澤井亜美花  ５４冊 

６年 須田日菜子  ３３冊 

  

 
 

脳育ては、４歳から１２歳までが大事！ 

脳には、海馬と呼ばれる知識工場がある。脳の成長全般にわた

って、この知識工場をいかによく稼働させるかは基本中の基本だ。

海馬を最も効率よく働かせるのが「早寝、早起き、朝ごはん、読

書」なのだ。     「しあわせ脳に育てよう」講談社黒川伊保子著 
        

子どもを読書好きにする方法    

１ 家に本棚を置き、いつでも本を手に取れる状態にする。  

２ 親が楽しそうに本を読み、「読書って楽しいのだろうなぁ」

と子どもに思わせる。  

３ 本屋さんや図書館に頻繁に連れて行く。  

４ どんどん新しい本を与え、次々と違う本を読むことにチャレンジさせる。  

５ 読む本を親が強制しないで、子どもが読みたい本を自由に選ばせる。  

６ 小さなお子さんには読み聞かせが効果的である。 

  

 
読書をする二瓶彩さん 

２学期の反省と新年の抱負   ４年３組 大橋 琉人 
 

ぼくは、２学期の初めにがんばることを３つ決めました。１つ目は、漢字です。自主学習でたく

さん漢字の練習をしました。その結果、２学期の漢字まとめテストでは百点をとることができまし

た。ぼくは、がんばった成果が出て、とてもうれしかったです。２つ目は、係の仕事です。学習係

として、宿題のチェックをしました。毎日わすれないように、係の友達と協力して仕事をすること

ができました。３つ目は、早ね早起きです。これは、なかなかできませんでした。明日から冬休み

になりますが、学校がないからと言ってなまけず、早ね早起きをがんばりたいです。 

２学期は、思い出もたくさんできました。宿泊学習では、初めて家族とはなれて泊まりました。

最初は不安でしたが、友達といっしょに楽しく活動しているうちに、あっという間に２日間がすぎ

てしまいました。ぼくは、「やっぱり友達っていいな。」と思いました。また、４年生は１０さいな

ので、２分の１成人式をしました。本番ではとてもきん張しました。帰ってからお母さんに、「ぼく

の気持ち伝わった。」と聞いたら、「すごく伝わったよ。」言ってくれたので、とてもうれしかったで

す。２分の１成人式をして、家族の大切さを知りました、これからも家族に感しゃして生活してい

きたいと思います。 

来年は、いよいよ高学年になります。下級生のお手本になれるような５年生になりたいです。そ

のためにも、３学期は、その準備としてきそく正しい生活をして、学習に力を入れていきたいと思

っています。                     ※第２学期終業式の発表内容から 


